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行う DNA ジャイレースの発見やその酵素活性の阻害により DNA合成や組み換えが阻害され， DNA 
の転写鋳型活性も低下するという報告，あるいは，大腸菌の核様体にはヒストンタンパク質と似た塩

























セル中に入れて，そこからプラスミド DNAが形成する DNA- タンパク質複合体ーミニヌクレオイドー
を調製して DNAの高次構造と機能の研究を進めた。その結果プラスミド上に担われた大腸菌の遺伝
子発現の様式が大腸菌あるいはファージの系におけるそれと同質であることを示すと共に， ミニヌク
レオイドは大腸菌ヌクレオイドと同質であるが結合タンパク質の種類が少いなど単純化されており，
今後DNAの高次構造と機能の研究に有効で、あることを明らかにした。またこの系でDNA ジャイレー
スの阻害剤を用いて DNAの転写鋳型活性が止ることを明らかにし，ここでも DNAの転写鋳型活性に
DNAの超ラセン構造が必要であることを示した。
以上中村君の論文は DNAの高次構造の研究に有効な実験系を開発すると共に，遺伝子発現におけ
る DNAの高次構造の意義に新知見を加えるものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるも
のと認める。
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